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[序論] 回帰分析において測定誤差を含む独立変数を用いた場合、回帰係数推定値のバイアスや効率の

低下が起こることはよく知られている。放射線リスク解析では、放射線被曝線量の算出が鍵となるが、

実際に測定することは難しく、多くの文献で線量推定値の導出やその誤差の疾患リスク推定への影響

を扱っている（Pierce et al. 2004、Kukush et al. 2011）。放射線影響研究所の寿命調査（LSS）はヒトの放

射線被曝による長期的なリスクを知る上で、重要な基盤となっている。LSS 対象者の被曝線量は聞き

取り調査で得た原爆被爆者が被曝した場所や当時の遮蔽状況などの情報に基づいて推定され、その誤

差のリスク推定値への影響は、Pierce et al.（1990）による Regression calibration 法（RC）によって補正

されている。しかし、死亡率や疾患リスクと放射線との関連の評価に、通常の個人レベルの生存時間

データを性、年齢、被曝時年齢と放射線量カテゴリなどで層別したグループ化データに基づいた Poisson

回帰を用いる慣例もあり、比較的新しい方法論の適用がなされていない。 

 

[方法] 線量推定値に含まれる古典的測定誤差と Berkson 誤差の発がんリスク推定値への影響を補正す

るため、Simulation-extrapolation (SIMEX)をグループ化生存時間データへ適用した。また、数値実験に

よって、従来使われている観測できない真の被曝線量にパラメトリックな分布を仮定する RC法(RC1)

およびパラメトリックな仮定を要しない RC法の拡張(RC2)と比較を行い、真の分布の仮定を必要とし

ない SIMEXとの比較によって RC法の妥当性の検討も行った。 

 

[結果] SIMEX によるリスク推定値は RC1、RC2 によるリスク推定値に近いが、少し大きかった。数

値実験では、SIMEXは RCより優れたバイアス補正の可能性を示した。 

 

[結論]グループ化生存時間データの解析においても SIMEX は回帰推定値の測定誤差によるバイアス

の補正に有効な方法であった。 
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